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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　　19年　　7月　　9日　（月）

　　　　　　　　　　　　　　　司会者　　岩藤　良子　　　　　　　記録者　　玉木　良子　　　　　
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・ＳＳＴ記録の記入の不備が多く、提出期限の遅れも目立ちます。今後は、土曜日のリーダーは記録を確認してから医事におろして下さい。

・Ｄユニット詰所に使い捨てのお尻拭きがありますが名前が付いておらず、だれの物かわかりません。受け取ったスタッフは名前を付け個人に使用するようにしましょう。

· 竹内　セツ様～褥瘡の軽減見られず、良くならないようであれば他科受診希望　　　


されています。受け持ちスタッフは再度御家族様の意向を聞い

て対処して下さい。

・環境整備担当係り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大掃除を計画し計画書を作成しています。日時・やる場所が書いてあります。忙しいとは思いますがご協力お願いします。

· 医療機能評価の期日がせまっています。８/23・/24日サーベイヤ来日調査があります。南病棟では調査の為のカルテの提出はない予定ですが万が一求められた時の為

準備をします。病棟ラウンドの為の準備もしておきましょう。

　　カルテについて・・・入院カルテは斉藤　数子様　

褥瘡関係のカルテは橋本　万様

　　　　　　　　　　　　転倒危険性のある患者様は浜中　トキエ様

退院カルテは浅水　トヨ様・松倉　イネ様を予定しています。

・　医療事故対策委員会より

事故報告書・Ｍ－ＳＨＥＬの提出ルートがこれまでと変更となっています。

理由として事故統計と事故報告書が不一致である為それを無くする為です。

　　　報告の流れを周知・徹底しましょう。

事故報告書、M-SHEL報告の流れ

＜事故報告書＞

事故報告書記載

↓

グループ、チーム部門管理者決裁（S.G.M.、T.O.L.）

↓

部門執行管理者決裁（A.O.M.）

↓

最高経営責任者（C.E.O.）
↓

各責任者決裁後、Ｓ･Ｇ･Ｍ、Ｔ･Ｏ･Ｌより医療事故対策委員会委員長へ提出
· 各責任者から提出をお願いします。

＜M-SHEL＞

M-SHEL記載

↓

各グループ、チーム部門管理者確認（S.G.M.、T.O.L.）
↓

Ｓ･Ｇ･Ｍ、Ｔ･Ｏ･Ｌより医療事故対策委員会委員長へ提出

＜患者様連絡＞

　　　・　上田　正男様～　深夜から発熱あり、風邪症状はみられませんが食思不振あっています。苦痛訴えは聞かれません。

　　　　　　　　　　　　　総合感冒薬が本日昼より２日分、夕より抗菌剤処方となっています。安静保持・クーリング拒否し出来ない為、発熱上昇時安静臥床を促して行きましょう。

・　野月平　チヨ様～目のかすみ続きＡＺ点眼液が継続処方となっています。

・　木ノ下　ツヨ様～カタリン点眼液使用していますが残量少なく継続処方となっています。

　　＜週間連絡＞

・７/９日　心電図検査･･･Ａユニット：野月平チエ様

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂユニット：田村耕一様・細越国雄様・松田信夫様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若松高様

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃユニット：瀬川はな様

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄユニット：大久保まつゑ様・板橋トミ様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北山和子様・小山正好様・橋本万様

　　　　・７/10日・/11日　：法人研修（交通安全飲酒運転の危険性について）のテーマ　夜勤勤務以外は全員参加です。

　　　　・７/12日・/13日　：研修旅行（２班）

　　　　・７/13日三浦一男様マーゲンチュ－ブの交換日

・７/14日４月分のカルテを深夜勤で外します。記入もれないように受け持

ちスタッフはチェックの徹底をしておきましょう。

　　＜プログラム検討＞　

　　　　・プログラムメニューとして今月後半に盆踊りが組まれています。

　　　　　プログラムの成果を見る意味でも来月にでも病棟内盆踊りを検討する

　　　　　　予定です。

　　＜受け持ち患者様検討＞

　　　　・　荒屋敷　チエ様～昨日レストランへ早く行こうとしてスタッフに止められ

　　　　　　　　　　　　　　興奮され、一方的に意見を通そうとされています。時間を

　　　　　　　　　　　　　　おいて落ち着いていますが気分の不安定さ見られます。今後も精神症状の観察をし、訴えを傾聴し関っていきましょう。


　　　







